
久留米普及指導センター        令和５年１月２４日 

活動情報    Ｎｏ．２３ 

 
ホウレンソウの省力作業体系の推進  

「収穫・調製作業等の省力機械利用方法の検討会」を開催  

                             

久留米普及指導センター管内は、ホウレンソウなどの軟弱野菜の生産が盛んな地域

です。しかし、近年は担い手の減少や高齢化に伴う労働力不足が課題となっており、

特に収穫、調製、計量、包装作業の省力・軽作業化が求められています。 

そこで、１月１７日に管内でホウレンソウの省力機械を導入している生産者９名を

参集し、収穫・調製作業等の省力機械の利用方法に関する検討会を開催しました。 

まず計量作業について、機械メーカーが自動で計量、組み合わせて排出できる計量

機の実演をし、生産者との意見交換を行いました。生産者からは「作業簡素化のメリ

ットがありそうだ」という意見が出ました。 

次に、普及指導センターから生産者が導入している収穫機、調製機、包装機を利用

した作業の特徴や導入費用、ランニングコストなどの調査結果を動画や比較表を使っ

て説明しました。生産者からは自らの経営との比較や、ランニングコストに対する意

見などが積極的に出され、省力機械を効果的に利用するための理解が深まりました。 

普及指導センターでは、今後も生産者と連携して、省力作業体系の普及に向けた活

動を行っていきます。 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttps://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101.html 

 

野菜花き課 野菜第一係 

実演会に参加した生産者 調査結果を説明する普及指導員 


